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り外そうとした漁船に海上民兵が乗船していたと
指摘されているほか、最近では19（令和元）年に
ベトナムの排他的経済水域内において中国の海洋
調査船が活動した際、公船とともに海上民兵船の
活動が指摘されている。海上において中国の「軍・
警・民の全体的な力を十全に発揮」する必要性が
強調されていることも踏まえ、こうした非対称的
戦力にも注目する必要がある。

図表Ⅰ-2-2-5（海警の武警への編入）

（5）航空戦力
航空戦力は、主に海軍航空部隊及び空軍から構

成される。第4世代の近代的戦闘機としては、ロ
シアからSu-27戦闘機、Su-30戦闘機及び最新型
の第4世代戦闘機とされるSu-35戦闘機の導入な
どを行っている。また、国産の近代的戦闘機の開
発も進めている。Su-27戦闘機を模倣したとされ
るJ-11B戦闘機やSu-30戦闘機を模倣したとされ
るJ-16戦闘機、国産のJ-10戦闘機を量産してい
る。空母「遼寧」にも搭載されているJ-15艦載機
は、ロシアのSu-33艦載機を模倣したとされる。
さらに、第5世代戦闘機とされるJ-20戦闘機の
作戦部隊への配備を開始したとされており、J-31
戦闘機の開発も進めている。なお、J-31戦闘機は、
J-15艦載機の後継機の開発ベースとなる可能性
も指摘されている。

爆撃機の近代化も継続しており、中国空軍は、
核弾頭対応とされる長射程の対地巡航ミサイルを
搭載可能とされるH-6爆撃機の保有数を増加させ
ている。さらに、爆撃機の長距離運用能力の向上
を図っており、空中給油により長距離飛行が可能
なH-6N爆撃機の運用を開始したとされるほか、
H-20とも呼称される新型の長距離ステルス爆撃
機を開発中とされており、こうした爆撃機に搭載
可能な核兵器対応の空中発射型弾道ミサイルの開
発も指摘されている。また、ステルス戦闘爆撃機
の開発も指摘されている。

このほか、H-6U及びIL-78M空中給油機やKJ-
500及びKJ-2000早期警戒管制機などの導入に
より、近代的な航空戦力の運用に必要な能力を向
上させる努力も継続している。また、16（平成
28）年7月以降、独自開発したY-20大型輸送機

の配備を進めているが、同輸送機は空中給油機な
どの開発ベースにもなっているとの指摘がなされ
ている。

さらに、偵察などを目的に高高度において長時
間滞空可能な機体（H

High Altitude Long Endurance
ALE）や、ミサイルなどを搭

載可能な機体を含む多種多様な無人航空機（U
Unmanned Aerial Vehicle

AV）
の自国開発も急速に進めており、その一部につい
ては配備や積極的な輸出も行っている。実際に、
空軍には攻撃を任務とする無人機部隊の創設が指
摘されているほか、周辺海空域などで偵察などの
目的のためにUAVを頻繁に投入している。なお、
19（令和元）年10月の建国70周年軍事パレード
においては、攻撃型ステルス無人機とされる
GJ-11と呼称される機体や高高度高速無人偵察機
とされるWZ-8と呼称される機体が初めて展示
された。中国国内では低コストの小型UAVを多
数使用して運用する「スウォーム（群れ）」技術の
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中国建国70周年祝賀軍事パレードで展示されたGJ-11無人機 
（19（令和元）年10月）【Avalon/時事通信フォト】

H-6爆撃機

諸元、性能
最大速度：時速1,015km
主要兵装（H-6K）：空対地巡航
ミサイル（最大射程1,500km）

概説
国産爆撃機。H-6爆撃機は、核弾頭を搭載できる巡航ミサイル

（CJ-20）を搭載することが可能

J-20戦闘機

諸元、性能
最大速度：時速3,063km

概説
ステルス性を有する第5世代
戦闘機。18（平成30）年2月、
作戦部隊へのJ-20の引き渡
しが開始された旨、中国国防部が発表。

【Imaginechina/時事通信フォト】
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向上も指摘されている。
このような航空戦力の近代化状況などから、中

国は、国土の防空能力の向上に加えて、より遠方
での戦闘及び陸上・海上戦力の支援が可能な能力

の向上を着実に進めていると考えられる。
図表Ⅰ-2-2-6（中国公船の勢力増強）
図表Ⅰ-2-2-7（中国の主な海上・航空戦力）

（6）宇宙・サイバー・電磁波の領域に関する能力
軍事分野での情報収集、指揮通信などは、近年、

人工衛星やコンピュータ・ネットワークへの依存
を高めている。そのような中、中国は、「宇宙空間
及びネットワーク空間は各方面の戦略的競争の新
たな要害の高地（攻略ポイント）」であると表明
し、紛争時に自身の情報システムやネットワーク
などを防護する一方、敵の情報システムやネット
ワークなどを無力化し、情報優勢を獲得すること
が重要であると認識しているとみられる。実際に、
15（平成27）年末に設立された戦略支援部隊は、
全軍に対する情報面での支援を目的として宇宙・
サイバー・電子戦に関する任務を担当していると
みられる。
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図表Ⅰ-2-2-7 中国の主な海上・航空戦力
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※2　このほか、中国は42隻（20年）のジャンダオ級小型フリ
ゲートを保有第4・第5世代戦闘機
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図表Ⅰ-2-2-6 中国公船の勢力増強

5151
4040

5454

8282

6262

136136

6666

130130

0

40

60

80

20

100

120

160

140

（隻）

2019201720142012

＊1 令和元年度末の隻数
＊2 令和元年12月末現在の隻数 公開情報を基に推定（今後、変動の可能性あり）
※ 海上保安庁「海上保安レポート2020」による

中国海上法執行船1,000トン級（満載排水量）以上＊2
海上保安庁巡視船1,000トン級（総トン数）以上＊1
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